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園芸：葉から果実への炭素移動 

キュウリでの葉から果実への炭素移動の測定 

 

概 要 

 

キュウリの生産システムは、生産高と品質向上ために、連続的に改善されています。最近開発されたシ

ステムは、移動収穫ラインをベースにしています。生産期間に、19 枚目の葉の側枝が元気なうちに 22

枚の葉がこの収穫ラインで成長します。重要な問題は、葉番号 20~22 枚の葉が生育中の果実に実際に

まだ同化物を送っているかどうかです。そして、果実に移動しないということは、同化物の浪費という

ことか？ この収穫システムでどの範囲の葉が、果実を成長させるための、同化物に貢献していますか

（図１）？ 13CO2によるこれらのキュウリの葉への『オンサイト』でのパルス-標識化は、この質問に

答えるための支援をします。 

 

  

 

図 1。どの葉が、果実を成長させるための同化物の源として働いているか、そして、どの範囲で？ 

 

安定同位体によるソリューション：13CO2によるキュウリへのパルス-標識 

 

キュウリ果実の成長で、葉番号 20－22 からの炭素配分を測定するために 13CO2によるパルス標識がこ

れらの葉に行われた。13CO2がセプタムを通して透明プラスチックバッグ中に注入され、約 1 時間プラ

スチックバッグ中で培養された。葉とキュウリは 13CO2 標識処理後 24 時間で収穫された。標識化は、

温室で一般的な生産条件の下で作物の生育の何段階かで実行されました。 

 

結 果 

 

24 時間後に、処理された 13CO2の 45-64%が、標識された葉から移動した。標識され移動した 13C 糖類

の大部分は発育する果実に配分され（2 図）、最初に主枝の上部果実に、その後側枝の果実に配分され

ることがわかりました。（Dieleman ら 2006） 
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図 2.  13CO2で葉番号 21 に標識 24 時間後の炭素配分（Dielemanal ら 2006） 

 

著者は、最後の枝が果実を生産している時でさえ上部のキュウリの葉番号 20－22 が依然として活動し

ていると結論づけた。これらの葉が緑である限り、光合成が行われ、同化物は発育している果実に配分

される。近くの果実が発育している間、これらの葉を取り去ることは確実に同化物の浪費になります。 
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